
第１章 通信ネットワーク　ト 専用線の普及度

資料2-1-4　97年に登場した専用線型サービスの利用契約数推移
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専用線型サービス一覧

I Ｉ;ll 各社資料を元に編集部で作成

サービ ス DION OCN ODN Teleway

提供 会 第二電 電(株) 日本電信電話(株)NTT 日本 テレ コム(株) 日 本高速通信(株)

内　容

OCN アクセスラ インtlを利 用し

た128kbps から始 まる常時接 続

DION ス タ ン ダ ー ド と64k ～

6Mbps までの高速デジ タル専用

線サービ スであるDION プレミア

ムの2種類があり、上 記グラフの

数値は その合計値

128kbps の常時接続OCN エコノ

ミ ー、1,5Mbps､6Mbps の専用線

であるOCN スタンダード、OCN

エ ンタ ープラ イズがある。ダイ
ヤルアップの合計で契約本数は

159,000 件(98年3 月末匚 専用型

サービ スの みの数は非公開。

OCN のアクセスライン を利用 し

た1 28kbps の 常 時接 続 で ある

ODN エ コノミ ーと64k ～6Mbps

までの 高速デジ タル専用線 であ

るODN ファストがある。上 記グ

ラフの数値は その契 約本数の 合

計値．

ＯＣＮのアクセ スラ イン を利 用し

た128kbps ～6Mbps までの高速デ

ジ タル専用線 であ るシリア ルα

など があるが 、契 約本数 は非 公

開。

副　 ＯＣＸ以外の常時接 続サービ ス 巾ＩＯＮ、ＯＤＮ、ＴｃＩいｖａy凵 よ、ＮＴＴが持っＯ ＣＮア クセ スラ イン 俥｣川 行から電話 川までの迦祐 川顳 を 徊I:が利川レ ご提 供

レ こい る　電､汎局 からの完の卜 川 ワヽークを 外桂がサービ スするこ とに よりバ)CN より安い常時接続が 実現している

インターネットは、常時接続でなければ本末の機能を発揮でき

ないことは､ 昌 まで もない　 しかし、これを実現するためにはり』(

JI)川 線を川いた接続を行わなければならず、これまでわが国にお

いてそのコストを負担することは、比･咬的人きな組織でないと難

しかっか｡ こ れを補う丁段として、 ダイヤルアップアクセスサー

ビスが登場した　 通常の電話-1111線 やISDN を 利Jljし たこのｆ 段は、

最寄りのアクセスポ イントへの通話料とパソコンがあれば、モデ

ムやＴＡを追加するだけで始められるｆ軽さで、佃人にまで急速

に淬及した

これに対し、 インター ネットにおける専JI｣線の 利JI｣は 、 人学、

人企稟を中心とし たものに限られていた。しかし、ＮＴＴが始め

た ‾デジ タルアクセス64,128｣ な どの安い引lj線 や、ＯＣＮ エコ

ノミーのような安い 引ljサ ービ ス型インターネット接続のひ場に

より、佃人ljl･１ 名'の 範洲までその利川が11｣'能 に なり。利川 名･数は

急激に仲びてきた。
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この背景には、･､ljりⅢIII線 を利Jljす る ためのハードウェアの低価

格化 も重喫な 要素である　 数年前までは、64kbps の接 続でも片

側で50 万円以ll の ハ ードウェ アを必要としたが、現在は10 万円 未

満で接続川の機器 一式 をｆ に入れることがで きる ようにな り、

128kbps 以 ﾄﾞの 基本 インターフェイスの引IJM 線 で の接続は、設

川時、運川ともに比較的安価の投資ですむようになった。しかし、

接続機むに関しては、192kbpS 以ll の･ 次 群 インターフェ イスで

は残念ながら、い まだ米国での実態に比べて､･､.I,･'jfiliiで あ る｡

安い引|｣ 型 サ ービスとして代衣的なものは、ＯＣＮ エコノミー

や、デジタルアクセスを利Jljし たIIJ エ コ ノミーである､､､両 名･と

も従 来のI､I川｣ 線 利川サービ スに比べて 限定 条件が付けられてい

る。それは、アドレスや、ド メイン名の利川の点である。これは、

プロバイダー惻のオペレーションの負批を慨減するために行われ

ていると考えられるが、IP アドレスは決 まったサイズのブロック

を割l尸11て 、それ以外のアドレ スを利川することがで きない｡　ま



資料2-1-5　高速デジタル伝送サービスの主な速度別回線数

回線速度 1996 年度の回線数 1997 年度の回線 数

64kbps 61,685 108,717

128kbps 15,165 27,667

192kbps 3,729 4,483

256kbps 2,275 3.586

384kbps 3,403 3,958

512kbps 1,688 2.505

768kbps 2,714 3,055

1Mbps 895 1,344

1.5Mbps 3,735 5,299

3  Mbps 910 1,155

6Mbps 945 1.199
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た、 サーバーを運川しない利川 行向けに、ＤＮｓ、 メールサーバ

ー、ｗｗｗサーバーなどの代行サービ スもJlj意している　 すなわ

ち、接続形態が、 ダイヤルアップから常時接続に変わ９ただけの

サービ スがJI｣意 されているI。

･方米閥では、常時接続型サービ スという点では、 畑lj線 に匹

敵 す る ほ ど フ レ ー ム リ レ ー を 利JI｣ し た サ ー ビ スが 多い

I〕ｃ(lic;lld(ヽ ircuitとj豺)≒ たサービ スであ､J て も、中身にはフレ

ームリレーを利川している ケースもある。わがjl･:|で はこの形態で

サービスを行-Jているプロバ イダーはほとんどないが、 企袰内ネ

ットワークでは、フレームリレーｈにＴｃＰ/IPを 秡せて使ってい

るケースは多い｡ ＮＴＴ のスーパーリレーFR で は基本インターフ

ェ イス利川の場合、デジタルア クセスとほぼin 額で利川を開始で

きるため、 イントラ ネット………イン ター ネットの統介化のために、

静かにil‘r及している｡ こ れも、やはり接続機器の低価格化の影響

は人きく、低仙格ルーターで もフレームリレーをサポートしてい

６７

るものがひ場し、 淬及を加速した｡

今後のI､1
』
り|｣線の 動向としては、ΛＴＭ･､IJりljサ ー ビスの 淬及が注

||される　 高速ネットワークを必 要とする企裘では、その低価格

さから従来の引1｣ 線からの乗り換えが相次い だが、フレームリレ

ー同様、 イントラ ネットとの統介の観点からｲj'利 であ る

わが国ではまだサービスが行われていないが、ΛＴＭとフレー

ムリレーでは、インターワーキングが日j'能 であり、ＡＴＭ端 末と、

フレームリレー端 木との間で通祐を行うことができる　 米国では

昨年ぐらいからひ場しているが、人規模な広域 ネットワー クの構

築のためには有効なものであるので、今後に注 川したい技術であ

る
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